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一 

 



 

島
根
県
地
方
労
働
委
員
会
に
お
け
る
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
事
件
（
申
立
人
総
評
全
国
一
般
労
働
組
合
島
根

地
方
本
部
・
被
申
立
人
有
限
会
社
益
田
自
動
車
学
校
・
島
労
委
昭
五
九
年
（
不
）
第
一
・
二
・
三
号
事
件
）
の
審
理

に
お
け
る
被
申
立
人
及
び
同
代
理
人
の
態
度
は
、
労
働
委
員
会
制
度
を
根
底
か
ら
否
定
す
る
重
大
な
内
容
を
含
ん

で
い
る
と
思
料
さ
れ
る
。 

ま
た
、
右
自
動
車
学
校
の
「
自
動
車
学
校
」
の
指
定
が
昭
和
五
十
八
年
十
月
二
十
四
日
有
限
会
社
益
田
自
動
車

学
校
か
ら
有
限
会
社
益
田
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
変
更
さ
れ
る
に
つ
い
て
は
右
労
使
紛
争
が
ら
み
で
重
大
な
問

題
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

一 

労
働
委
員
会
制
度
は
、
迅
速
な
調
査
、
審
問
を
通
じ
て
救
済
の
実
効
性
を
確
保
す
る
も
の
と
承
つ
て
い
る 

よ
つ
て
、
次
の
こ
と
を
質
問
す
る
。 

有
限
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益
田
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車
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労
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争
等
に
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が
、
右
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
事
件
は
、
被
申
立
人
及
び
同
代
理
人
ら
の
行
為
に
よ
つ
て
不
当
に
遅
延
し
て 

い
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、 

1 

右
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
事
件
の
進
行
状
況
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

2 

進
行
状
況
が
遅
延
し
て
い
る
事
実
が
存
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
原
因
及
び
ど
う
い
う
対
策
が
存
す
る 

か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

有
限
会
社
益
田
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
が
自
動
車
教
習
所
の
指
定
を
受
け
る
に
は
、
少
な
く
と
も
道
路
交 

通
法
第
九
十
八
条
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
道
路
交
通
法
施
行
令
第
三
十
五
条
第
五 

項
第
二
号
の
要
件
は
ど
う
い
う
資
料
に
基
づ
い
て
基
準
を
満
た
し
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

有
限
会
社
益
田
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
は
、
最
短
教
習
期
間
を
明
示
し
て
募
集
し
て
い
る
事
実
は
な
い 

か
。
そ
う
し
た
方
法
で
の
募
集
は
問
題
が
な
い
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


